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兆 円（内，国 債７兆 円，政 府 保 証兆
円），２）金 融 再 生 勘 定兆 円（政 府 保
証），３）金融機能早期健全化勘定兆円（政
府保証），計兆円の公的資金枠が設定され
た。それぞれ，１）は預金全額保護のための資
金援助，２）はブリッジバンク業務，特別公的
管理銀行業務，整理回収機構の不良債権買取り
に関する業務，３）は金融機関の資本増強，等
を目的とする資金である。２）
　この内の特例業務勘定について付言すれば，
この間の破綻金融機関の預金保護のため必要に
なった公的負担額は，すでに［年７月で］
７兆円を超えてしまった。その結果，国債枠分
を既に使い切ってしまったため，新たに政府保
証枠で資金を調達しなければならなくなってい
る。そして，これら破綻金融機関の債務超過を
穴埋めするために投入される公的資金は，原則
として返済不可能なので，国民負担分として確
定するものである。
　なお，このことと関連して，この間の破綻金
融機関の債務超過分が，破綻の前と後で大きく
変化＝増加することに注目しなければならない。３）
　年月日に経営破綻した北海道拓殖銀
行は，その３日前にはなお億円の純資産
があるとされていたが，年６月末の清算検
査によれば兆円の債務超過となっている。
　年月日に破綻して特別公的管理（一
時国有化）下に入った日本長期信用銀行も，
年９月末の金融監督庁検査では億円の
純資産があるとされていたが，金融再生委員会
の株価算定委員会の評価によれば年月
日時点で兆円の債務超過となっており，そ
れは年７月時点では更に兆円まで拡大し
ようとしている。
　年月日に破綻した日本債券信用銀行
も，年３月末の金融監督庁検査では僅かに
億円の債務超過とされていたものが，前記
株価算定委員会の評価では年月日時点
で何と３兆円の債務超過となっている。
　こうした破綻金融機関の損失＝債務超過額の
短期間における著しい拡大は，一方でそれまで
の政府当局の検査がいかに甘くかつ杜撰なもの
であるかを示すとともに，また他方ではひるが
えって未だ破綻していない金融機関の公表不良
債権額の信憑性をも大いに疑わしめるものであ
る（おそらく不良債権額の実態は，公表分より
も遙かに膨大で，各金融機関の抱える問題も遙
かに深刻なものであろう）。
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１）　『日本経済新聞』年６月日，７月日。
２）　同上，７月１日。
３）　以下，この点については，同上，７月９
日，７月日参照。
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